
熊本県渋滞解消推進本部会議 （第 1 回） 

次 第 
                                     日時： 令和 6 年 6 月 5 日（水） 

                                             8:40 ～ 9:30 

                                       場所： 知事応接室 

 

１ 開会 

 

２ 本部長（木村知事） 挨拶 

 

３ 報告事項 

○推進本部の取り組みについて           資料１ 

○公共交通の利用促進                資料２ 

４ 意見交換 

 

５ 閉会 

 

  



熊本県渋滞解消推進本部（第1回）

＜報告事項＞

【目次】

○推進本部の取り組みについて

１ 熊本都市圏の交通状況

（１）熊本市の主要渋滞箇所

（２）熊本都市圏の走行速度

（３）セミコンテクノパーク周辺地域の渋滞状況

２ 熊本都市圏の交通施策と推進本部の役割

３ 交通施策の整合・連携

４ 推進本部の取り組み

資料１
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資料：国土交通省資料

※渋滞箇所：主要渋滞箇所 →最新交通データや地域の声等を基に特定された渋滞箇所（県ごとに特定）
熊本県では、渋滞損失時間80万人時間/年相当の箇所やパブリックコメントで挙げられた箇所等を特定

熊本市の主要渋滞箇所数は

全国ワースト１位
（県内の約59%が熊本市に集中）

※3大都市圏に該当する政令指定都市（東京、大阪、名古屋）は除いて集計

全国政令指定都市の
渋滞箇所数（主要渋滞箇所）・密集率

熊本都市圏の渋滞箇所
（主要渋滞箇所）

熊本市の主な渋滞箇所
（熊本東バイパス保田窪北交差点）

熊本市は渋滞箇所※が多く、県内の渋滞箇所のうち、大部分が熊本市に集中している。
熊本市の渋滞箇所数※は全国の政令指定都市でワースト１位。

※交通渋滞対策協議会データより

１ 熊本都市圏の交通状況

（１）熊本都市圏の交通状況 ～熊本市の主要渋滞箇所～

1

「第１回 熊本都市道路ネットワーク検討会(令和元年度)」資料から抜粋
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※平均速度 →市道以上の道路を対象に、対象道路の合計延長を、走行に要する合計所要時間で割った平均旅行速度

熊本都市圏の自動車の平均速度※は全国の政令指定都市(３大都市圏除く)でワースト１位。

熊本都市圏の平均速度

※各市のDID範囲を対象に、高速道路は除いて集計
※3大都市圏に該当する政令指定都市（東京、大阪、名古屋）は除いて集計

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

熊本市
DID内

16.1km/h

熊本市
（DIDを除く）
29.4km/h

熊本都市圏
（熊本市を除く）
33.8km/h

熊本市DID

熊本市（DIDを除く）

熊本都市圏（熊本市を除く）

凡例

熊本市中心部の交通状況全国政令指定都市の
平均速度（ DID内）

熊本市中心部（DID）の平均速度は

全国ワースト１位
⇒熊本市は中心部の交通事情が非常に悪い

「第１回 熊本都市道路ネットワーク検討会(令和元年度)」資料から抜粋

※交通渋滞対策協議会データより

１ 熊本都市圏の交通状況

（２）熊本都市圏の交通状況 ～熊本都市圏の走行速度～

２



「令和５年度 第２回 熊本県交通渋滞対策協議会」資料から抜粋１ 熊本都市圏の交通状況

（３）セミコンテクノパーク周辺地域の渋滞状況 ～朝ピーク時～

３



H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

都市交通マスタープラン
(都市圏交通の将来像）

熊本都市圏総合交通戦略

都市交通マスタープラン

熊本都市圏総合交通戦略

策
定

年 度
現在

■都市交通施策

熊
本
地
震

２ 熊本都市圏の交通施策と推進本部の役割

都市交通の新たな目標設定

改訂検討

各施策の連携・
前倒し、新たな
対策などの実施
方針を明らかに
する。

現況分析
将来予測

実態
調査

事前
検討

予備
調査

改
訂

（ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査）

道路 × 公共交通 × まちなか交通
進捗管理

策
定

 都市交通戦略に位置づけた施策の着実な実施を確認するとともに、各施策の連携や前倒し、新たな対策などの実施
方針を明らかにする。

 推進本部で打ち出された方針については、実現可能な施策を速やかに実行するとともに、現在改訂中の「都市交通
マスタープラン」や「熊本都市圏総合交通戦略」に反映していく。

４

（改訂中）



３ 交通施策の整合・連携について

 道路や公共交通など各施策は、おのおのを組み合わせ整合・連携させることで、相乗的に効果を発揮していきます。

○益城町における道路や公共交通などの交通施策の整合・連携事例[交通施策の整合・連携イメージ]

ハード対策 ソフト対策

道路
道路ネットワーク整備
交差点改良

など

通学路の安全点検
信号制御の実施
ICT交通マネジメントの実施

など

公共交通

公共交通の整備
交通結節点の整備
専用レーンの整備
駐輪場の整備

など

パークアンドライド
サイクルアンドライド
バス網の再編
コミュニティ交通の導入

など

その他
（事業者など）

安全意識の向上
担い手の確保
自動運転の実施

など

：整合：連携（例）

５



 短期・中期・長期のソフト、ハード対策について、主な渋滞箇所を段階的に減らしていく取り組みを効率的に進める。
 熊本都市圏における渋滞対策などの着実な実施や前倒し、各施策の整合・連携、新たな対策など、施策の内容や進捗、

並びにこれらの実施方針を明らかにし、わかりやすく情報発信していく。

短 期
信号制御の高度化等のソフト対策や右折レーン左折レーン等
の延伸・設置など渋滞緩和に即効性のあるハード対策など
（既設ストックの有効活用）

中 期
都市計画道路等の整備・公共交通ネットワークの形成（空港
アクセス鉄道の整備、JR豊肥本線の機能強化等）など

長 期
熊本都市圏３連絡道路等の新たな道路ネットワーク整備
（10分・20分構想）

その他
パークアンドライドの実施、通勤バスの利用などの啓発
（継続して行う取り組み）

③

④

⑤

放射道路

環状道路

○右折レーンの延伸等

短期施策の事例

（写真：益城町道）

① 中九州横断道路

② 熊本西環状道路

③ 国道５７号熊本東バイパス

④ 国道３号熊本北バイパス

⑤ 国道３号植木バイパス

熊本都市圏３連絡道路
（10分・20分構想）

４ 推進本部の取り組みについて

県道熊本高森線

空港
アクセス鉄道

至 熊本港

中九州横断道路
①

②

セミコンテクノパーク周辺

６



阿蘇くまもと空港

川辺工業団地

本田技研工

栄工業団地 ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸ
三菱電機

（仮）合志ＩＣ

JR原水駅

東京エレクトロン九州 ●

文 文

文

文

文文

（仮）西合志ＩＣ
（仮）大津西ＩＣ

（仮）熊本北ＪＣＴ

6

大津西合志線

車両感知器設置例

：対策エリア

【令和5年度までの対策】
①住吉熊本線、辛川鹿本線、大津植木線などに車両感知器を設置
（R2～R5）し、信号制御の見直しを実施

②カラー舗装や区画線の設置など通学路危険箇所の対策を実施（R5）

③通勤バス実証実験の実施（R5）

④セミコン通勤バスの増便やルートの追加（R5）

セミコンテクノパーク周辺を含む菊池南部地域の短期的な渋滞対策の取り組みについて

③大津町エリア
通勤バス実証実験
（R5.12.18～22）
（R6.3.11～15）

④セミコン通勤バス
・JASMルート3便増便
（R5.10.2～）

・土日祝日運行開始
（R6.1.13～）③合志市・菊陽町エリア

通勤バス実証実験
（R5.9.11～15）
（R6.1.9～2.22）

カラー舗装施工

②通学路危険箇所の対策を実施

○ソフト対策
車両感知器
信号集中制御化

○ハード対策
局部的な交差点改良
※右折レーンの延伸等の局部改良

R6具体的な連携施策（案）

【令和６年度の対策（案）】
短期的な渋滞対策として警察本部と土木部が協力し、信号制御

の見直しなどのソフト対策及び交差点改良等のハード対策を連携
させることで交差点の交通処理能力の向上を図る。
（関連予算を６月議会で提案予定）

①車両感知器を設置
：車両感知器設置個所（～R5）

：通勤バス実証実験区間

7

４ 推進本部の取り組みについて



 【短期対策】信号制御の高度化等のソフト対策や右折レーン左折レーン等の延伸・設置など渋滞緩和に即効性のある
ハード対策など（既設ストックの有効活用）

４ 推進本部の取り組みについて

8

短期

○右折レーン左折レーン等の延伸・設置（イメージ）

【現状】
（整備前）

直進車

右折車

バス

右折レーン設置等
で円滑化

【整備後】

右折待ち車両による
直進阻害

国道266号（松橋交差点）の改良

○信号制御の高度化等



 【中期対策】都市計画道路等の整備・公共交通ネットワークの形成など

４ 推進本部の取り組みについて

③【自動車と公共交通の
適切な役割分担で交通円滑化】

①【慢性的な渋滞のある幹線道路】

②【街路整備（都市計画道路）】

中期

○道路拡幅による交通容量の拡大（イメージ）

益城町広崎（R6年4月供用）

熊本高森線（益城町）の４車線化

9

○バイパス整備による交通分散及び道路空間の再配分（イメージ）



 【長期対策】熊本都市圏３連絡道路をはじめとした新たな広域道路ネットワークを整備

４ 推進本部の取り組みについて

長期

○新たな広域道路ネットワークの整備（イメージ）

九州中央自動車道

中九州横断道路

熊本天草幹線道路

有明海沿岸道路

南九州西回り自動車道

熊本都市圏３連絡道路

資料：第１回熊本都市圏３連絡道路有識者委員会

10



 【その他】パークアンドライドの実施、通勤バスの利用などの啓発
（継続して実施する取り組み）

４ 推進本部の取り組みについて

11

通勤バスの利用パークアンドライドの実施



公共交通でつくる くまもと新時代
シリコンアイランド九州の中心にふさわしい 快適で人にも環境にも優しい社会

〜めざせ⾞１割削減、渋滞半減、公共交通２倍〜

R6.6.5 企画振興部

現状

移動難⺠

CO2温暖化

くまもと新時代

渋滞
市町村

県

事業者

県民

企業

国

過度な自動車利用から脱却し、
くまもとの社会を変える 徒歩・自転車・公共交通がモビリティの主役

responsible for the future of buses

共同経営推進室

・全社路線が利用できる共通定期券
・競合路線の合理化
・無料の日、100円の日
・通勤バス実証事業

・R6.3.28
県とCharichariと包括連携協定締結

R6.3.16～ JR豊肥本線 朝夕通勤時間帯の車両増結

まずは、公共交通利用に
対する意識醸成が必要！

○みんなで乗ってみんなで支える公共交通利⽤促進事業
公共交通シンポジウム開催、公共交通利⽤の意識啓発・広報 等

○公共交通利⽤促進に係る取組支援
交通事業者や企業等の公共交通利⽤促進に寄与する取組支援

（関連予算を６月議会で提案予定）

R6の取組み（案）︓公共交通利⽤に対する意識醸成

資料２


